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村
山
龍

り
ょ
う
へ
い平

が
美
術
品
収
集
を
始
め
た
の
は
、
明

治
20
年
（
１
８
８
７
）
頃
と
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、

日
本
各
地
の
寺
院
が
持
つ
仏
像
や
宝
物
は
、
明
治

初
期
の
廃
仏
毀
釈
、
そ
し
て
西
洋
化
の
荒
波
に
揉

ま
れ
た
末
に
、
二
束
三
文
で
古
物
商
に
売
ら
れ
る

と
い
う
憂
き
目
に
遭
っ
て
い
た
。
あ
の
興
福
寺
の

五
重
塔
が
売
り
に
出
さ
れ
る
？　

と
い
う
よ
う
な

怪
情
報
ま
で
流
れ
る
始
末
。
こ
の
ま
ま
で
は
日
本

の
優
れ
た
美
術
品
が
ど
ん
ど
ん
海
外
に
流
出
し
て

し
ま
う
―
―
。
明
治
の
最
先
端
メ
デ
ィ
ア
た
る
新

聞
の
経
営
者
が
、
指
を
く
わ
え
て
眺
め
て
い
る
だ

け
で
い
い
の
か
？　

村
山
は
文
化
財
保
護
の
た
め

の
収
集
に
乗
り
出
す
こ
と
に
し
た
。

　

当
時
の
朝
日
新
聞
社
は
、
村
山
と
上
野
理
一
に

よ
る
共
同
経
営
。
二
人
は
公
私
と
も
に
よ
き
パ
ー

ト
ナ
ー
で
、
美
術
品
の
収
集
で
も
通
じ
合
う
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
。
文
化
財
保
護
の
た
め
の
美
術
品
収

集
に
は
、
上
野
も
同
時
期
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
収
集
を
支
え
た
の
は
社
内
外
の

知
識
人
た
ち
で
あ
る
。
ま
ず
、
二
人
に
日
本
の
美

術
品
の
危
機
を
説
い
た
の
は
、
朝
日
新
聞
創
立
に

祝・中
之
島
香
雪
美
術
館
オ
ー
プ
ン

使
命
を
趣
味
に
変
え
た
男
、

日
本
美
術
の
危
機
を
救
う
。

時
代
を
つ
か
む
記
者
の
力
に

支
え
ら
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

中
之
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ
ー・ウ
エ
ス
ト
の
開
業
か
ら
約
1
年
、い
よ
い
よ
中
之
島
香
雪
美
術
館
が
開
館
す
る
。

そ
の
主
役
と
な
る
の
は
、朝
日
新
聞
社
を
創
業
し
た
村
山
龍
平
が
遺
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

そ
こ
に
は
雅
号「
香
雪
」を
名
乗
る
数
寄
者
で
あ
っ
た
、村
山
の
人
柄
や
生
き
様
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

代
表
的
な
美
術
品
を
通
し
て
、コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
の
村
山
龍
平
の
輪
郭
を
な
ぞ
っ
て
み
よ
う
。

取
材・文
／
杉
本
恭
子　

 「
村
山
コ
レ
ク
シ
ョン
」の
あ
ゆ
み
。

重要文化財
「稚

ち ご だ い し ぞ う

児大師像」
●鎌倉時代（13世紀）
絹本着色　一幅
幼き弘法大師空海のあどけ
ない童形を描く。輪郭に截金

（きりかね）を施した円相の中
で、蓮華座上で合掌する童子
の姿は愛らしくも崇高である。

◎作品名横の数字は出展さ
れる会期を示しています（詳
細はＰ７）。

Ⅱ
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は
じ
ま
り
は
仏
教
美
術
。

朝
日
新
聞
社
の
経
営
を
通
し
て
、優
れ
た
日
本
の
仏
教
美
術
品
が
海
外
流
出
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
村
山
。

大
メ
デ
ィ
ア
を
率
い
る
者
と
し
て
、文
化
財
保
護
と
い
う
使
命
感
の
も
と
、

私
財
を
投
じ
て
収
集
し
た
仏
教
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、絵
画
か
ら
彫
刻
ま
で
優
品
ぞ
ろ
い
で
あ
る
。

も
関
わ
っ
た
松
本
幹
一
。
宮
内
省
な
ど
の
古
社
寺

宝
物
取
り
調
べ
に
朝
日
の
特
派
員
と
し
て
随
行
し
、

日
本
美
術
の
研
究
に
目
覚
め
た
と
い
う
。
朝
日
新

聞
の
客
員
論
説
委
員
だ
っ
た
高
橋
健
三
と
そ
の
甥

で
美
術
史
家
の
滝
精
一
、
記
者
と
し
て
紙
面
で
美

術
論
を
展
開
し
、
の
ち
に
京
都
帝
国
大
学
教
授
と

な
る
内
藤
湖
南
ら
も
、
村
山
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
充
実
に
力
を
貸
し
て
い
る
。

　

彼
ら
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
村
山
と
上
野
は
新

聞
社
経
営
の
合
間
を
縫
っ
て
、
古
美
術
品
を
熱
心

に
探
し
求
め
た
。
ち
な
み
に
、
上
野
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
昭
和
35
年
（
１
９
６
０
）、
子
息
の
故
・
上

野
精
一
氏
に
よ
っ
て
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
贈
さ

れ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
村
山
に
美
術
理
解
の
素
養
が
ま
っ

た
く
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
父
で
あ
る
万
葉

研
究
家
の
歌
人
・
守
雄
に
よ
る
薫
陶
は
少
な
か
ら

ず
受
け
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
ま
た
十
代
半
ば
に
は

刀
剣
の
研
究
に
熱
中
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
に
新
聞
社
の
経
営
が
軌
道
に

乗
り
は
じ
め
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

朝
日
新
聞
は
明
治
18
年
（
１
８
８
５
）
に
３
万
部

を
突
破
し
、
明
治
21
年
（
１
８
８
８
）
に
は
東
京

朝
日
新
聞
を
創
刊
。
そ
の
２
年
後
に
は
国
内
新
聞

重要文化財
「薬師如来立像」

●平安時代（9世紀）  木造
榧（かや）の一木造。ふっくら
した顔に彫りの深い目元に
引き締まった口元、量感ある
体つきなど、特異な造形感覚
を示す、貴重な作例である。

Ⅳ

重要文化財「二
に が び ゃ く ど う ず

河白道図」
●鎌倉時代（13～14世紀）絹本着色  一幅
左に怒りの煩悩を表す火、右に貪欲の煩悩を
表す水の河。この間にある一条の白道を、此岸
の釈迦、彼岸の阿弥陀如来に励まされ、上段
に描かれる美しき極楽浄土へと歩むことを説く。

Ⅰ

重要文化財 梁
りょうかい

楷筆「布袋図」
●南宋時代（13世紀）紙本墨画　一幅
頭陀袋をくくりつけた杖を肩に担ぎ、軽やかに
歩む天真爛漫な姿から「踊布袋図」の名も。
墨の線だけで描かれたとは思えない躍動感だ。

Ⅰ
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名
作
を
、

き
ち
ん
と
。

武
具
、仏
教
美
術
、書
跡
、絵
画
、そ
し
て
茶
道
具
。

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
名
作
が
揃
う
村
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、

あ
た
か
も
日
本
美
術
の
教
科
書
。

財
界
で
も
存
在
感
を
増
し
つ
つ
あ
っ
た
村
山
が
、

立
場
に
ふ
さ
わ
し
い
教
養
と
し
て
、自
ら
の
目
と
手
で

美
術
を
学
ぼ
う
と
し
た
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
。

社
と
し
て
初
め
て
マ
リ
ノ
ニ
型
輪
転
機
を
導
入
し
、

部
数
を
８
万
部
ま
で
伸
ば
す
勢
い
だ
っ
た
。
文
化

を
理
解
す
る
素
養
と
収
集
に
取
り
組
む
余
裕
。
こ

の
二
つ
の
条
件
が
、
コ
レ
ク
タ
ー
・
村
山
の
背
中

を
押
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

村
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
語
る
上
で
、
日
本
美
術

研
究
誌『
國こ

っ
か華

』の
存
在
は
見
逃
せ
な
い
。『
國
華
』

は
か
の
岡
倉
天
心
と
官
報
局
長

で
あ
っ
た
高
橋
健
三
が
、
日
本

美
術
の
保
護
と
発
展
の
た
め
に

明
治
22
年
（
１
８
８
９
）
に
創

刊
。
現
存
す
る
美
術
雑
誌
の

な
か
で
は
世
界
最
古
の
歴
史
を
誇
る
。

　
「
保
存
は
進
歩
の
基
礎
、
進
歩
は
保
存
の
結
果
」

と
、
美
術
の
保
存
と
進
歩
を
掲
げ
た
創
刊
号
は
、

特
別
に
つ
く
ら
せ
た
紙
に
写
真
は
コ
ロ
タ
イ
プ
印

刷
、
挿
絵
は
木
版
色
刷
で
迫
真
を
極
め
た
超
豪
華

な
つ
く
り
。
う
ど
ん
1
杯
が
１
～
２
銭
の
時
代
に

１
冊
１
円
と
い
う
高
価
さ
と
相
ま
っ
て
世
を
驚
か

せ
た
。
し
か
し
、
岡
倉
と
高
橋
が
借
金
を
し
て
始

め
た
採
算
度
外
視
の
雑
誌
は
早
々
に
資
金
難
に
陥

っ
て
し
ま
う
。
こ
の
と
き
、
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で

援
助
し
た
の
が
村
山
と
上
野
だ
っ
た
。二
人
は「
金

は
出
す
が
口
は
出
さ
な
い
」
の
姿
勢
で
、
発
行
を

終
生
援
助
し
続
け
た
と
い
う
。

　

と
は
い
え
、『
國
華
』
の
経
営
に
関
わ
っ
た
こ

と
は
、
村
山
の
美
術
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
大
き

く
寄
与
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
自
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
か
ら
、
誌
面
に
掲
出
し
た
作
品
も
少
な
く
な
い
。

「
金
は
出
す
が
、口
は
出
さ
な
い
」

美
術
雑
誌『
國
華
』を
サ
ポ
ー
ト
。

重要文化財「太刀 銘 吉家作」
●鎌倉時代（13世紀）
吉家は、平安時代の刀工・三条宗近の子と
伝えられる。細身で反りの浅い優美な太刀姿
に特色があり、この太刀はとりわけ格調高い。

Ⅰ

美濃「志野茶碗 銘 朝
あ さ ひ か げ

日影」
●桃山時代（17世紀）
村山がこよなく愛した名碗。「朝日影」の名は、

『新千載和歌集』所載の西園寺実氏の和歌
にちなんで、村山自らがつけたという。

Ⅰ
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伊勢物語図色紙　
●室町時代（15世紀）
現存の伊勢物語絵の中でも
制作期の早い優品。人物の
描写が愛らしい。17枚残る
が、当初は30枚以上に及ん
だと推測される。初公開。

Ⅴ

重要美術品 
長谷川等伯筆

「柳
りゅうきょうすいしゃず

橋水車図屏風」
●桃山～江戸時代

（16～17世紀）
紙本金地着色　六曲一双
宇治橋に柳、川の流れと水
車・蛇籠、低く懸かる半月を描
く「柳橋水車図」は、「桃山
百双」の典型。長谷川派が
好んだ画題の一つだ。

Ⅱ

重要文化財 藤原俊成筆
「消息 左

さしょうべん

少弁殿宛」
●鎌倉時代（文治２年・1186）紙本墨書  一幅
宮中で諍いを起こし、殿上人を除籍された藤原
定家。その恩赦を、父・俊成が左少弁に嘆願し
た書状である。

Ⅰ

『
國
華
』
は
村
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
読
み
解
く
貴

重
な
資
料
の
一
つ
で
も
あ
る
。

　

周
囲
の
優
秀
な
指
南
役
の
助
言
も
含
め
て
、
村

山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
い
っ
そ
う
の
充
実
を
見
せ
る

こ
と
に
な
る
。
一
方
で
、
そ
こ
に
は
ど
こ
か
淡
々

と
し
た
視
線
が
感
じ
ら
れ
る
と
、
学
芸
部
長
の
勝

盛
典
子
さ
ん
は
言
う
。

　
「
村
山
龍
平
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
こ
れ
が

好
き
と
か
、
こ
れ
を
集
め
た
い
と
い
う
欲
望
が
あ

ま
り
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
周
り
の
人
の
声
に
耳
を

傾
け
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
を
網
羅
し
な
が
ら
、
き

っ
ち
り
と
偏
り
な
く
揃
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
る
で

日
本
美
術
の
教
科
書
の
よ
う
で
す
。
新
聞
社
の
経

営
と
は
き
ち
ん
と
線
引
き
し
て
お
り
、
踏
み
外
す

こ
と
も
な
い
。
コ
レ
ク
タ
ー
に
あ
り
が
ち
な
破
綻

し
た
よ
う
な
と
こ
ろ
が
一
切
な
く
、
も
と
も
と
集

め
る
こ
と
に
熱
中
す
る
タ
イ
プ
で
は
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
」

　

収
集
の
目
的
は
人
に
見
せ
び
ら
か
す
こ
と
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
美
術
品
の
保
護
や
自
ら
の
教
養

と
す
る
た
め
。
旺
盛
な
好
奇
心
と
共
に
謙
虚
な
姿

勢
を
持
ち
合
わ
せ
た
、
村
山
の
人
柄
が
滲
み
出
て

い
る
。

　

村
山
が
最
も
美
術
品
収
集
に
情
熱
を
傾
け
た
の

は
、
明
治
20
年
（
１
８
８
７
）
代
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。「
名
品
と
い
わ
れ
る
も
の
は
た
い
て
い
こ

人
に
誇
る
た
め
の
収
集
に
あ
ら
ず
。

好
奇
心
と
謙
虚
さ
を
兼
ね
備
え
る
。

50
歳
を
過
ぎ
て
茶
の
道
へ
。

コ
レ
ク
タ
ー
魂
も
再
燃
。

5
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の
時
代
す
で
に
村
山
家
に
入
っ
て
い
た
」
と
い
う
。

し
か
し
、
明
治
30
年
（
１
８
９
７
）
に
古
社
寺
保

存
法
が
施
行
さ
れ
、
国
に
よ
る
文
化
財
保
護
が
始

ま
る
と
、
自
分
の
役
割
を
終
え
た
と
感
じ
た
か
ら

だ
ろ
う
か
、
旧
大
名
や
公
家
の
蔵
か
ら
出
た
骨
董

品
の
値
が
高
騰
す
る
の
を
見
て
も
、「
馬
鹿
馬
鹿

し
い
」
と
食
指
を
動
か
さ
な
か
っ
た
ら
し
い
。

　

一
方
で
、
茶
道
の
た
し
な
み
は
、
村
山
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
新
た
な
一
面
を
加
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。
若
い
頃
か
ら
茶
道
を
た
し
な
ん
で
い
た
上
野

と
は
違
い
、
村
山
は
「
茶
事
は
老
人
く
さ
い
」「
面

倒
く
さ
い
」
と
見
向
き
も
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
50
歳
を
過
ぎ
て
藪
内
流
の
藪
内
節
庵
に
師
事

し
、
本
格
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
と
、
明
治

35
年
（
１
９
０
２
）
に
は
上
野
と
藤
田
組
の
藤
田

伝
三
郎
と
共
に
「
十
八
会
」
と
い
う
茶
会
の
発
起

人
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
す
ご
い
。
住
友
吉
左
衛

門
、松
本
重
太
郎
、磯
野
小
右
衛
門
、田
村
太
兵
衛
、

芝
川
又
右
衛
門
、
嘉
納
治
郎
右
衛
門
、
喜
納
治
兵

衛
ら
、
関
西
実
業
界
の
礎
を
築
い
た
錚
々
た
る
顔

ぶ
れ
で
あ
る
。

　

十
八
会
で
は
毎
回
く
じ
引
き
で
会
主
を
決
め
、

そ
れ
ぞ
れ
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
と
い
う
。
村
山
も

第
3
回
の
席
主
を
務
め
、
茶
碗
や
花
器
に
は
自
ら

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
も
の
を
使
っ
て
も
て
な
し
た
。

　

お
お
よ
そ
10
～
20
年
ほ
ど
の
間
と
は
い
え
、
一

流
の
美
術
研
究
家
の
手
ほ
ど
き
の
も
と
に
整
え
ら

れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
極
め
て
端
正
な
も
の
で
あ

見
習
い
た
い
、

村
山
の「
好
き
に
な
り
上
手
」。

参考資料／『村山龍平伝』朝日新聞大阪本社 社史編修室（朝日新聞社・1953年）、「根生いの新聞人＝村山龍平」松浦直治（『世界の人間像５』角川書店・1961年）、
『朝日新聞社史 資料編』朝日新聞社編・刊（1995年）、『朝日新聞販売100年史−大阪編』朝日新聞大阪本社（1979年）

茶
道
の
た
し
な
み
。

50
代
に
な
っ
た
村
山
は
、茶
道
家
の
藪
内
節
庵
の
道
場
に
入
門
し
、本
格
的
に
茶
の
湯
を
始
め
た
。

上
野
ら
と
発
起
人
に
な
っ
て
、関
西
の
実
業
家
18
人
に
よ
る
茶
会「
十
八
会
」を
立
ち
上
げ
た
。

茶
道
の
た
し
な
み
は
、村
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
茶
道
具
と
い
う
新
た
な
分
野
を
加
え
た
。

野々村仁清作
「色絵花唐草文鱗形香

こうごう

合」
●江戸時代（17世紀）
野々村仁清は江戸前期の京都の陶工。繊細
な金彩が印象的である。仁清のプロデューサ
ーであった茶人・金森宗和好みのデザイン。

Ⅱ

野々村仁清作
「色絵忍

しのぶぐさ

草文茶碗」
●江戸時代（17世紀）
抽象的な釉薬の流れと具象的な忍草との対
比が斬新である。自然に委ねたように見える
釉薬の流れは、実は意図的に操作されている。

Ⅱ
喜多川歌麿筆「月見の母と娘」
●江戸時代（19世紀）絹本着色　一幅
青竹に生けられたすすきと菊が、母子の視線
の先に中秋の名月があることを示す。娘に月
を指し示す母親のやさしい心情が感じられる。

Ⅲ
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る
。
当
時
の
美
術
史
の
分
類
に
沿
っ
て
集
め
ら
れ

た
品
々
は
、
日
本
美
術
の
入
門
者
に
は
も
っ
て
こ

い
と
も
言
え
る
。

　

欲
が
な
い
と
は
い
え
、
手
元
に
集
め
た
も
の
を

愛
さ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
と
そ
う
で
も
な
い
。

一
つ
ひ
と
つ
の
品
を
よ
く
理
解
し
、
知
人
や
研
究

者
に
閲
覧
を
求
め
ら
れ
れ
ば
、
気
さ
く
に
蔵
か
ら

出
し
て
応
じ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
残
る
。
ど

こ
に
何
を
保
管
し
て
い
る
の
か
も
、
正
確
に
把
握

し
て
い
た
ら
し
い
。
文
化
財
保
護
と
い
う
大
義
を

掲
げ
な
が
ら
も
、
自
ら
楽
し
む
こ
と
を
忘
れ
な
い
。

「
好
き
に
な
り
上
手
」
と
も
言
え
る
知
的
好
奇
心

の
発
揮
の
し
か
た
に
は
、
見
習
う
べ
き
と
こ
ろ
が

多
い
の
で
は
な
い
か
。

中之島香雪美術館 開館記念展

 「珠玉の村山コレクション
～愛し、守り、伝えた～」

美術を愛して

美しき金に心をよせて

茶の道にみちびかれ

ほとけの世界にたゆたう

物語とうたにあそぶ

　オープンから１年間をかけて、村山龍平の収集のありようとコレクションの
全貌を明らかにする展示が予定されている。静かな空間で一点一点の美術
品とじっくり向き合う中で、心が通い合う作品を見つけよう。

2018年3月21日（水・祝）～4月22日（日）　村山コレクションから選りすぐ
りのザ・オールスターズが勢揃い。「ストライクゾーン」の広さを体感しよう。

　村山が学んだのは藪内流の茶道。
師事した藪内節庵の指導のもと、明治
44年（1911）には、薮内流家元の茶室

「燕庵」の忠実な写しを、神戸の御影
の自邸内に建て「玄庵」（げんなん）と
名付けた。それをさらに原寸大かつ材
料まで忠実に再現したのが「中之島玄
庵」。高層タワーの4階に茶室とは、実
に思い切った「展示」。

　朝日新聞の創業者にして稀代の数
寄者、村山龍平の生涯をここでふり返
ろう。朝日新聞社の歴代社屋の写真
が並ぶコーナーや、村山の足跡がわか
る年表に加え、旧村山家住宅の90分
の1のジオラマや、洋館の2階の居間を
再現したコーナーも。岡倉天心らが創
刊した美術雑誌『國華』もここで見るこ
とができる。

4月28日（土）～6月24日（日）　コレクションを人に誇るようなところのない村
山龍平にとって、「金」という色はどんな意味を持つ存在だったのか。

7月7日（土）～9月2日（日）　50歳を過ぎて茶の湯にのめり込んだ様子は、コレ
クションにも現れている。秘蔵の茶道具をまとめて展示。

10月6日（土）～12月2日（日）　美術品収集に踏み出すきっかけは、仏教美
術を保護することだった。村山が守ろうとしたその世界とは？

12月15日（土）～2019年2月11日（月・祝）　王朝文学を絵画化した物語
絵巻や歌人の和歌と肖像を描く歌仙絵は、村山コレクションらしい繊細な美の世界。

参考資料／『村山龍平伝』朝日新聞大阪本社 社史編修室（朝日新聞社・1953年）、「根生いの新聞人＝村山龍平」松浦直治（『世界の人間像５』角川書店・1961年）、
『朝日新聞社史 資料編』朝日新聞社編・刊（1995年）、『朝日新聞販売100年史−大阪編』朝日新聞大阪本社（1979年）

中之島香雪美術館
［中之島フェスティバルタワー・ウエスト4階］

開館時間／10:00AM～5:00PM（入館は4:30PMまで）
休館日／月曜日（祝日の場合は翌火曜日休館、５月１日は開館）
　　　　展示替え期間、年末年始
入館料／大人900円、高大生500円、小中生200円
☎︎06-6210-3766

島民諸君、
１年間通うべし

常設展は
こちら 茶

室「
中
之
島
玄
庵
」

村
山
龍
平
記
念
室

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ
野球もはじめは興味ナシ?
　村山といえば、夏の甲子園こと、全国高等学校野球選手
権大会を創設したことも有名。だが、野球もまた最初から好
きだったわけではない。朝日新聞のスポーツ記者の草分けと
される田村省三と当時の社会部長・長谷川如是閑の熱意
に動かされて大会開催を即断。田村・長谷川の説明によっ
て興味を持ちはじめ、記念すべき第一回大会では、パナマ帽
に紋付袴での始球式
を行った。当時、村山
は65歳。周囲の人々
の熱意を取り込んで、
自分にとっての「好き」
に変える才能は、終生
衰えることはなかった。

「彫三島茶碗 銘 朝霧」
●朝鮮時代（17世紀）
日本の茶の湯向けに朝鮮半島で作られた茶
碗。村山お気に入りの一品で、自らが席主と
なった第三回十八会の抹茶席で用いた。

Ⅲ

原
はらようゆうさい

羊遊斎作
「菊蒔絵大

おおなつめ

棗」
●江戸時代

（文化14年・1817）
江戸後期の蒔絵師・原羊遊
斎の作。松平不昧の求めに
応じて制作された。大名茶人
の好みにふさわしい、堂々た
る風格の意匠である。

Ⅱ
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村
山
龍
平
伝

　

黒
船
が
浦
賀
沖
に
現
れ
る
３
年
前
。
村
山

龍
平
は
伊
勢
国 

田
丸
藩
（
今
の
三
重
県
度

会
郡
玉
城
町
）
に
生
ま
れ
た
。
少
年
時
代
は
、

ケ
ン
カ
に
負
け
そ
う
に
な
る
と
、
腰
に
差
し

た
一
尺
余
り
の
小
刀
を
振
り
回
し
、
周
囲
を
閉
口
さ

せ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
思
春
期
を
過
ぎ
る
と
見
違
え
る
ほ
ど

冷
静
沈
着
な
少
年
に
。
藩
の
剣
道
指
南
・
橘
内く

ら
の
す
け

蔵
介

　

村
山
家
は
、
藩
主
・
久
野
家
に
8
代
に
わ
た
っ
て

使
え
た
上
士
の
家
柄
。
龍
平
は
17
歳
の
春
か
ら
田
丸

城
に
出
仕
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
半
年
後
に
最
後
の

将
軍
、
徳
川
慶
喜
は
大
政
奉
還
。
村
山
家
は
廃
藩
置

に
学
ん
だ
柳
剛
流
に
熟
達
。
砲
術
訓
練
所
で
は
カ
ノ

ン
砲
や
ホ
イ
ッ
チ
ェ
ル
砲
を
巧
み
に
操
縦
し
、
そ
の

改
良
工
夫
に
も
余
念
が
な
か
っ
た
。
田
丸
藩
が
盛
ん

に
教
え
た
水
泳
術
に
も
熱
心
で
、
よ
ほ
ど
自
信
が
あ

っ
た
ら
し
い
。
50
代
半
ば
を
過
ぎ
て
も
、「
瀬
戸
内

ぐ
ら
い
な
ら
ど
こ
で
難
破
し
て
も
岸
ま
で
泳
ぎ
つ
く

自
信
は
あ
る
」
と
豪
語
し
た
そ
う
だ
。

県
に
よ
り
俸
禄
（
給
料
）
と
身
分
を
失
っ
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
村
山
家
の
人
々
は
武
士
の
特
権
に
未
練
を

残
さ
な
か
っ
た
。
明
治
２
年
（
1
8
6
9
）
に
は
田

丸
を
引
き
上
げ
、
宮
川
べ
り
の
家
に
閑
居
し
た
。

　

龍
平
は
洋
々
た
る
前
途
を
断
た
れ
て
も
グ
レ
る
こ

と
な
く
晴
耕
雨
読
。
時
に
川
の
魚
を
追
い
な
が
ら
、

身
の
振
り
方
を
熟
慮
し
た
。
官
界
へ
打
っ
て
出
る
か
、

実
業
界
か
ら
国
家
に
貢
献
す
べ
き
か
？　

閑
居
か
ら

2
年
が
過
ぎ
た
頃
、
心
斎
橋
で
雑
貨
商
を
営
み
成
功

し
た
田
丸
出
身
の
知
人
が
村
山
家
を
訪
ね
、
大
阪
の

繁
栄
を
説
き
聞
か
せ
た
。「
大
阪
に
出
よ
う
」。
村
山

家
の
決
断
は
早
か
っ
た
。
喜
寿
を
迎
え
た
祖
父
・
閑

斎
、
父
・
守
雄
、
母
・
鈴
緒
ら
一
家
６
名
は
故
郷
を

離
れ
、
大
阪
へ
と
移
住
す
る
。

　

明
治
4
年
（
1
8
7
1
）
春
、
村
山
家
は
京
町
堀

一
丁
目
に
居
を
定
め
た
。
龍
平
の
大
阪
暮
ら
し
は
市

中
を
歩
き
回
っ
て
地
理
を
覚
え
、
商
売
の
様
子
や
船

舶
出
入
り
の
観
察
か
ら
始
ま
っ
た
。
同
年
８
月
、
散

髪
脱
刀
令
が
公
布
さ
れ
る
と
散
髪
屋
に
飛
び
込
ん
で

髷
を
切
っ
て
五
分
刈
り
に
。
そ
の
ま
ま
の
勢
い
で
算

盤
教
室
の
門
を
叩
い
た
。
約
１
年
半
後
、
龍
平
は
よ

う
や
く
腰
を
上
げ
て
西
洋
雑
貨
商
「
村
山
商
店
（
商

号
・
田
丸
屋
）」
を
開
業
。
商
売
慣
れ
し
な
い
元
士

族
が
ど
ん
ど
ん
倒
産
す
る
な
か
、
龍
平
は
堅
実
に
売

上
を
伸
ば
し
、
仲
買
貿
易
業
へ
と
手
を
広
げ
た
。

　

輸
入
品
取
引
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
た
の
は
、
旧
船

場
以
来
の
唐
物
取
引
の
大
店
・
芝
川
又
右
衛
門
で
あ

る
。
龍
平
は
面
識
も
紹
介
も
な
く
芝
川
を
訪
ね
「
何

か
心
得
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
」
と
懐
に
飛
び
込

ん
だ
。
芝
川
も
あ
ま
り
に
熱
心
な
龍
平
に
心
動
か
さ

れ
て
取
引
を
承
諾
。
後
に
龍
平
が
朝
日
新
聞
社
を
経

営
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
よ
き
相
談
相
手
で

あ
り
続
け
た
。
ち
な
み
に
芝
川
又
右
衛
門
と
は
、
今

も
船
場
に
残
る
芝
川
ビ
ル
を
建
て
た
人
物
だ
。

時
代
の
変
わ
り
目
に

生
ま
れ
た
武
士
の
子
。

武
士
に
未
練
を
残
さ
ず

一家
全
員
で
大
阪
へ
。

髷ま

げ

を
切
っ
た

五
分
刈
り
頭
。

刀
か
ら
算
盤
に
。

こ
れ
ぞ
波
乱
万
丈

昭和4年（1929）、朝日新
聞の創刊号第１面が絵葉
書になって発行されたもの

（大阪市立図書館蔵）。右
に村山、左に上野理一の
顔写真がある。
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田
丸
屋
の
経
営
が
軌
道
に
乗
り
始

め
た
頃
、
龍
平
は
同
じ
京
町
堀
の
西

洋
雑
貨
商
「
泉
屋
」
の
主
人
・
木
村

平
八
と
意
気
投
合
。
明
治
９
年
（
1 

8
7
6
）、互
い
の
店
を
合
併
し
、「
玉

泉
舎
」
と
い
う
新
屋
号
の
も
と
共
同

経
営
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

 　

龍
平
は
万
事
に
義
理
堅
く
目
の

つ
け
ど
こ
ろ
も
よ
い
の
で
、
ほ
ど
な

く
し
て
同
業
者
の
信
頼
を
得
た
。
大
阪
商
法
会
議
所

が
設
立
さ
れ
た
時
に
は
議
員
に
選
出
さ
れ
も
し
た
。

朝
鮮
貿
易
に
も
着
手
し
、
実
業
家
と
し
て
手
応
え
を

感
じ
は
じ
め
た
矢
先
、
予
想
外
の
相
談
が
持
ち
込
ま

れ
た
。
木
村
と
そ
の
息
子
・
騰の

ぼ
るが

、
大
阪
に
新
し
い

新
聞
社
を
つ
く
り
た
い
と
言
う
の
で
あ
る
。

　

木
村
は
息
子
の
後
見
役
と
し
て
龍
平
を
社
長
に
据

え
て
、
明
治
12
年
（
1
8
7
9
）
１
月
25
日
に
朝
日

新
聞
を
創
刊
。
し
か
し
、
わ
ず
か
2
年
後
に
は
経
営

に
困
難
を
き
た
し
、
木
村
は
龍
平
に
新
聞
社
の
譲
渡

を
持
ち
か
け
る
。
貿
易
の
仕
事
の
片
手
間
で
は
、
新

聞
社
の
再
建
は
か
な
わ
な
い
。
熟
慮
の
末
、
龍
平
は

情
熱
を
注
い
で
き
た
貿
易
業
を
手
放
し
て
、
新
聞
事

業
に
専
念
す
る
覚
悟
を
決
め
る
。

　

経
営
者
と
し
て

の
才
能
に
加
え
て
、

龍
平
に
は
イ
ノ
ベ

ー
タ
ー
と
で
も
言

う
べ
き
性
質
が
あ
っ
た
。
田
丸
藩
で
過
ご
し
た
青
年

時
代
に
は
、
威
力
の
弱
い
キ
ャ
ノ
ン
砲
の
改
善
に
取

り
組
ん
だ
し
、
商
い
を
始
め
て
か
ら
は
仕
入
れ
た
ラ

ン
プ
の
口
金
の
工
夫
を
考
案
。
後
に
、
芝
川
商
店
と

と
も
に
ラ
ン
プ
の
口
金
専
門
の
製
作
所
「
三
平
社
」

を
起
業
し
、
成
功
さ
せ
て
い
る
。

　

日
本
の
新
聞
で
初
め
て
マ
リ
ノ
ニ
型
輪
転
機
を
輸

入
し
た
の
も
村
山
の
判
断
だ
っ
た
。
飛
行
機
時
代
の

到
来
を
予
見
し
、
明
治
44
年
（
1
9
1
1
）
に
は
、

社
運
を
か
け
て
「
飛
行
会
」
を
開
催
。
当
時
一
流
の

 　

明
治
18
年
（
1
8
8
5
）
６
月
末
、
手
狭
に
な

っ
た
京
町
堀
の
社
屋
を
、
旧
宇
和
島
藩
邸
の
蔵
屋
敷

へ
と
移
転
。
折
し
も
長
雨
と
暴
風
雨
で
大
阪
市
内
の

ほ
と
ん
ど
が
浸
水
す
る
大
洪
水
の
さ
な
か
の
こ
と
だ

っ
た
。

　

土
佐
堀
川
の
橋

が
す
べ
て
失
わ
れ

る
な
か
、
龍
平
は

堂
島
に
避
難
し
た

父
母
を
見
舞
っ
た

後
、白
米
１
俵（
約

60
キ
ロ
）
を
背
負

い
、
大
量
の
ち
り

め
ん
じ
ゃ
こ
を
入

れ
た
籠
に
ぶ
ら
さ

飛
行
家
を
招
聘
し
、
大
阪
市
民
の
眼
前
で
飛
行
さ
せ

た
。
大
正
12
年
（
1
9
2
3
）
に
は
東
京
・
大
阪
間

に
定
期
航
空
路
を
就
航
し
、大
正
15
年
（
1
9
2
6
）

に
は
朝
日
新
聞
社
に
航
空
部
を
発
足
さ
せ
て
も
い
る
。

　

新
聞
編
集
に
お
い
て
も
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
の
才
覚
を

発
揮
し
た
。
大
衆
の
た
め
の
新
聞
と
し
て
、
ニ
ュ
ー

ス
に
加
え
、
連
載
の
読
み
物
や
雑
報
記
事
を
ほ
ど
よ

く
配
置
す
る
必
要
性
を
強
調
。
こ
の
工
夫
は
功
を
奏

し
、「
朝
日
新
聞
は
平
易
で
読
み
や
す
い
」
と
の
評

判
で
部
数
を
伸
ば
し
た
。

げ
て
、濁
流
を
縫
う
よ
う
に
し
て
出

社
。そ
の
勇
姿
の
み
な
ら
ず
、言
葉

で
も
励
ま
し
た
。「
い
か
な
る
変
災

に
面
し
て
も
、
ま
た
い
か
な
る
故
障

が
生
じ
て
も
朝
日
新
聞
は
み
だ
り
に

休
刊
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」。

　

記
者
は
浸
水
し
た
社
屋
で
原
稿
を
書
き
、
職
工
は

水
に
浸
か
り
な
が
ら
新
聞
を
刷
り
上
げ
た
。
龍
平
は

さ
ら
に
励
ま
し
た
。「
こ
の
非
常
大
変
災
に
際
し
て

は
、
一
篇
の
記
事
報
道
と
い
え
ど
も
、
恐
怖
に
襲
わ

れ
て
い
る
大
阪
市
民
に
対
し
て
は
千
鈞
の
重
き
を
為

す
。新
聞
の
使
命
を
果
た
す
は
こ
う
い
う
時
で
あ
る
」。

　

村
山
家
の
嗣
子
・
長
挙
は
、
龍
平
の
性
格
に
つ
い

て
「
熟
慮
と
果
断
」
で
あ
る
と
書
き
残
し
て
い
る
。

決
め
た
こ
と
は
あ
く
ま
で
や
り
通
す
厳
し
さ
の
反
面
、

家
族
や
若
年
の
者
に
対
し
て
は
あ
た
た
か
く
包
容
し
、

ほ
が
ら
か
に
接
す
る
人
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。
幼
い

孫
と
共
に
映
っ
た
写
真
を
見
れ
ば
、
そ
の
顔
は
ま
さ

し
く
好
々
爺
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

実
業
家
の

道
を
歩
む
も
、

新
聞
社
起
業
に

巻
き
込
ま
れ
る
。

実
は
機
械
い
じ
り
も
好
き
。

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
と
し
て
の
顔
。

背
中
で
語
っ
た

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
。

明治40年頃の朝日新聞
社。旧宇和島藩の蔵屋敷
を社屋とした。土佐堀川沿
いにあり、雁木と呼ばれる
階段状の船着場がある。
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ナカノシマ大学の最新情報は 

https://nakanoshima-daigaku.net/

21世紀の
懐徳堂

プロジェクト

日時／2018年5月17日（木）
　　　7: 00PM～8:30PM頃（開場6:30PM～）
会場／堂島ビルヂング 9階会議室
受講料／2,300円（ソース付き）
定員／80名
主催／ナカノシマ大学事務局
協力／ブリコルール・パブリッシング

ゲストの坂井一喜さんは、「ヘルメスソース」で
おなじみの石見食品工業所の3代目。地ソー
スづくりにかける思いや舞台裏を知ることがで
きる貴重な機会だ。来場者にはもれなく、ヘ
ルメスソース

（200ml・瓶
入り）をプレ
ゼント。通販
では1ヶ月待
ちという大人
気商品。

募
集
要
項

お名前・ご住所・電話番号・人数・講座名を明記の上、下記までハガキ、ファック
ス、もしくはHP内の応募フォームからお申し込みください。複数名でご参加希望
の場合、ハガキ、ファックスについては、人数分の必要事項を明記してください。

〒530-0047 大阪市北区西天満2-6-8 堂島ビルヂング602号
「ナカノシマ大学5月講座」受付係　FAX.06-6484-9678

※先着順で受付後、4月20日前後より受講票をお送りします。
※受講料は講座当日に受付にてお支払いください。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。
※当日のお車ならびに自転車でのご来場はご遠慮ください。

 「ソースダイバーの冒険」

大人気！ ヘルメスソースを
プレゼント。

ケータイや
スマホからは
こちら！→

お問い合わせ
☎︎06-6484-9677

（ナカノシマ大学事務局） 

ソースで味わう
下町の真実

◎今月の授業

 【地ソース】

　大阪をはじめ、神戸や京都の街がソース
と関わりが深いことは論を俟たない。しか
し、それは「コテコテ」や「粉もん」の類の
ステレオタイプでは決して理解できない、
歴史と生活に根ざしたものである。
本来それは誰もが知るところのは
ずだが、丁寧に表現しているメディ
アは少ない。
　そんな中、京阪神のお好み焼や
串カツの店を多数取材し、地ソー
スメーカーの工場を訪ね、グルメ
的ではない「下町文化としてのソース」に
ついて書かれたのが『大阪ソースダイバー』
（ブリコルール・パブリッシング）だ。昨年
7月の発売当初から、一部の書店では本と

共に本書で紹介
した地元・大阪の
地ソースフェアを展開
するなど、街の話題と

なった。
　今回はその著者であるお二人が、
ソースと京阪神の街の関わりにつ
いて、取材時の臨場感たっぷりに
ご紹介。また、生産量が少ないた
めに “幻のソース”と言われるヘル
メスソース（大阪市東住吉区）の

坂井一喜社長をゲストにお迎えして、意外
に大阪市内にも多い、地ソース造りの現
場や関西の地ソース事情なども交えなが
ら、下町とソースの真実をお届けしよう。

大阪・神戸・京都の下町に、
お好み焼き＆串カツのある風景と
地ソースづくりの現場を訪ねて。

2018年5月講座   

 「ソースダイバーの冒険」
講師／堀埜浩二（説明家）

　　　曽束政昭（まんぷくライター）

ゲスト／坂井一喜（株式会社石見食品工業所代表取締役）
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天満天神繁昌亭 
毎月25日のお楽しみ天神寄席 噺のあとさき

落
語
／
桂
り
ょ
う
ば「
鷺
捕
り
」

　
　
　
桂
文
鹿「
さ
わ
や
か
航
空
6
5
2
便
」

　
　
　
桂
三
風「
愛
宕
山
」

　
　
　
笑
福
亭
鶴
笑「
立
体
西
遊
記
」

　
　
　
桂
塩
鯛「
天
狗
裁
き
」

鼎
談
／「
吹
っ
飛
び
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」

　
　
　
ゲ
ス
ト
／
長
谷
川
能
三（
大
阪
市
立
科
学
館
学
芸
員
）

　
　
　
髙
島
幸
次（
大
阪
大
学
招
聘
教
授
）

　
　
　
桂
春
團
治

御
来
場
御

御
来
場
御
礼

　

い
つ
の
時
代
の
人
び
と
も
一
度
は
空
を
飛
ぶ
こ

と
に
憧
れ
た
よ
う
だ
。
4
月
の
天
神
寄
席
は
古
典

落
語
か
ら
創
作
落
語
ま
で
、
そ
ん
な
好
奇
心
く
す

ぐ
る
名
作
が
勢
ぞ
ろ
い
！

　

鼎
談
の
ゲ
ス
ト
に
は
、
大
阪
市
立
科
学
館
の
学

芸
員
で
あ
る
長
谷
川
能
三
さ
ん
が
初
登
場
。
日
常

に
ひ
そ
む
科
学
の
ふ
し
ぎ
を
面
白
く
わ
か
り
や
す

く
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
長
谷
川
さ
ん
の
「
サ
イ
エ
ン

ス
シ
ョ
ー
」
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
大
人
気
。

ど
ん
な
吹
っ
飛
び
話
が
出
て
く
る
の
か
楽
し
み
だ
。

四
月
席
の
ご
案
内

パペット落語でおなじみ笑
福亭鶴笑さん。大爆笑間
違いなしの「立体西遊記」。

申
込
受
付
中

ゲストの長谷川能三さん
は虹などの気象光学現象
が専門。

髙　

ゲ
ス
ト
の
工
藤
先
生
は

大
阪
大
学
に
８
人
い
る
副
学

長
の
ひ
と
り
で
、
男
女
協
働

推
進
を
担
当
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
い
う
わ
け
で
、
二
月
寄
席

は
女
性
の
比
率
が
高
い
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
に
し
て
み
ま
し
た
。

工　

落
語
家
さ
ん
は
、
ど
れ

く
ら
い
女
性
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
す
か
？

春　

上
方
落
語
協
会
約
２
７

０
名
の
中
で
20
名
く
ら
い
で

す
か
ね
。
繁
昌
亭
が
で
き
て
、

ど
っ
と
増
え
ま
し
た
。

髙　

7
％
く
ら
い
の
比
率
で

す
ね
。
た
だ
、
今
日
の
出
演

者
の
春
野
恵
子
さ
ん
曰
く
、

浪
曲
界
は
女
性
の
方
が
多
い

く
ら
い
だ
そ
う
で
、
現
代
日

本
で
は
希
有
な
世
界
で
す
ね
。

工　

阪
大
の
研
究
者
の
う
ち

14
・7
％
が
女
性
で
、昔
に
比

べ
る
と
か
な
り
増
え
ま
し
た
。

学
内
で
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
環

境
を
広
げ
て
い
く
た
め
に
も

の
す
ご
く
努
力
し
て
い
ま
す
。

春　

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
っ
て
、

あ
の
海
に
飛
び
込
む
や
つ
？

髙　

師
匠
、
そ
れ
く
ら
い
事

前
に
勉
強
し
て
き
て
よ
…
。

工　

確
か
に
海
に
飛
び
込
む

覚
悟
で
頑
張
っ
て
ま
す
が
…
。

私
の
学
生
時
代
は
学
問
の
世

界
も
ま
だ
男
尊
女
卑
で
、
先

生
も
学
生
も
男
性
中
心
だ
っ

た
ん
で
す
。
大
学
の
理
想
と

し
て
は
、
女
性
も
た
く
さ
ん

い
て
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
方
も
い
て
、
海
外
か
ら
も

た
く
さ
ん
来
て
い
た
だ
い
て
、

年
齢
層
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る

こ
と
で
す
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
は
多
様
性
と
も
言
い
ま
す

ね
。男
か
女
か
で
は
な
く「
個

性
」、
落
語
で
言
う
と
「
持

ち
味
」、
こ
れ
を
活
か
す
こ

と
が
重
要
で
す
。

春　

女
性
が
進
出
し
て
い
る

世
界
は
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て

い
く
ん
で
っ
し
ゃ
ろ
な
。
男

や
女
に
関
わ
ら
ず
、
新
し
い

セ
ン
ス
で
若
い
連
中
が
こ
れ

か
ら
の
上
方
落
語
を
つ
く
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
わ
。

二
月
席
の
一
コ
マ

鼎
談
／「
男
女
協
働
を
語
る
」

　
　
　
工
藤
眞
由
美
　
桂
春
團
治
　
髙
島
幸
次

イラスト／フジワラトモコ

ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
お
得
な
前
売
り
券
を
発
売
中
!

開
催
日
／
4
月
25
日（
水
）

開
演
時
間
／
6・30 

PM
～（
開
場
6・00 

PM
～
／
受
付
開
始
5・45 

PM
～
）

受
講
料
／
2
3
0
0
円（
通
常
：
前
売
2
5
0
0
円
／
当
日
3
0
0
0
円
）

お
支
払
い
方
法
／
当
日（
5・45 

PM
～
）、繁
昌
亭
入
口
付
近
の「
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
受
付
」に
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
予
定
枚
数
に
達
し
次
第
、予
約
受
付
を
終
了
し
ま
す
。※
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
は
当
日
券
の
販
売
は
致
し
ま
せ
ん
。

●
お
申
し
込
み
方
法
、お
問
い
合
わ
せ
先
は
Ｐ
10
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
お
題【
科
学
】

 「
空
に
憧
れ
て
」

桂塩鯛さんが演じる「天
狗裁き」。男が見た夢を巡
り、天狗が登場!?
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市
内
美
術
館
や
博
物
館
の

情
報
誌
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

市
内
美
術
館
や
博
物
館
の

情
報
誌
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

市
内
美
術
館
や
博
物
館
の

情
報
誌
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

西
郷
ど
ん
生
存
説
が
生
ん
だ
事
件

　

西
郷
隆
盛
は
明
治
10
年
（
１
８
７
７
）
に

西
南
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
。
が
、
真
田
幸
村

と
同
じ
く
「
西
郷
ど
ん
は
ど
こ
か
で
生
き
て

い
る
は
ず
」
と
信
じ
る
者
も
多
く
、
イ
ン
ド

へ
逃
れ
た
と
か
ロ
シ
ア
に
向
か
っ
た
な
ど
の

風
説
が
絶
え
な
か
っ
た
。

　

そ
の
前
年
、
土
佐
堀
通
四
丁
目
の
薩
摩
藩

蔵
屋
敷
が
あ
っ
た
場
所
に
大
阪
上
等
裁
判
所

（
後
に
控
訴
院
か
ら
高
等
裁
判
所
と
な
る
）

が
移
っ
て
き
た
。
西
南
戦
争
終
結
後
、
北
浜

や
江
戸
堀
に
法
律
を
学
ぶ
私
塾
が
で
き
た
が
、

講
師
陣
は
上
等
裁
判
所
の
判
事
や
検
事
（
当

時
は
裁
判
所
内
に
あ
っ
た
）
た
ち
で
あ
っ
た
。

や
が
て
塾
で
は
物
足
り
ぬ
と
、明
治
19
年（
１

８
８
６
）
12
月
、
京
町
堀
二
丁
目
の
願
宗
寺

を
間
借
り
し
て
関
西
法
律
学
校
が
開
校
し
た

の
で
あ
る
。
東
京
に
は
す
で
に
私
立
法
律
専

門
学
校
は
五
校
あ
っ
た
が
、
関
西
で
は
初
で

あ
る
。

　

創
立
に
関
わ
っ
た
12
名
の
大
半
は
裁
判
官

と
検
事
。
中
で
も
柱
と
な
っ
た
の
が
当
時
、

大
阪
控
訴
院
院
長
だ
っ
た
児
島
惟
謙
。
彼
は

明
治
24
年
（
１
８
９
１
）
５
月
５
日
に
東
京

へ
転
勤
に
な
る
が
、
関
西
法
律
学
校
は
京
町

堀
で
産
声
を
上
げ
て
か
ら
、
す
ぐ
に
今
の
地

下
鉄
御
堂
筋
線
淀
屋
橋
駅
南
側
へ
移
り
、
さ

ら
に
天
満
の
興
正
寺
別
院
（
今
の
滝

川
公
園
）
へ
。
そ
し
て
江
戸
堀
か
ら

上
福
島
へ
…
と
、
中
之
島
界
隈
を
東

へ
西
へ
、
は
た
ま
た
南
へ
北
へ
と
移

転
続
き
の
苦
難
の
末
、
大
正
11
年
（
１
９
２

２
）
に
千
里
山
に
落
ち
着
く
。
ご
存
じ
、
関

西
大
学
で
あ
る
。

　

さ
て
、
児
島
惟
謙
。
時
は
明
治
24
年
５
月
。

ロ
シ
ア
の
ニ
コ
ラ
イ
皇
太
子
が
来
日
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
な
ん
と
一
緒
に
実
は

ロ
シ
ア
に
落
ち
延
び
た
西
郷
隆
盛
も
戻
っ
て

来
る
と
い
う
噂
が
出
て
、
新
聞
も
取
り
上
げ

た
。
し
か
も
、
西
郷
の
帰
国
は
、
西
南
戦
争

の
報
復
だ
と
い
う
尾
ヒ
レ
ま
で
付
い
た
か
ら

大
騒
動
に
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
ニ
コ
ラ
イ
が
来
日
し
た
が
西

郷
の
姿
は
な
い
。
当
然
だ
。
し
か
し
５
月
11

日
に
事
件
は
起
こ
っ
た
。
西
南
戦
争
で
の
功

績
で
警
察
官
に
な
れ
た
津
田
三
蔵
が
噂
を
狂

信
し
、
ニ
コ
ラ
イ
に
斬
り
付
け
、
重
傷
を
負

わ
せ
た
の
で
あ
る
。
政
府
は
大
逆
罪
を
適
用

せ
よ
と
裁
判
所
に
迫
る
が
、
大
審
院
（
今
の

最
高
裁
判
所
）
院
長
は
「
法
律
は
独
立
す
る

も
の
で
あ
り
、
法
に
照
ら
し
て
の
判
断
の
み

が
正
し
い
」
と
、
政
治
権
力
に
屈
せ
ず
無
期

徒
刑
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
院
長
が
着
任

し
た
ば
か
り
の
児
島
惟
謙
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

薩
摩
藩
蔵
屋
敷
跡
と
西
郷
生
存
伝
説
か
ら

始
ま
る
大
阪
の
法
曹
界
…「
ほ
ぅ
そ
う
か
い
」

と
言
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
お
話
。

き
ょ
く
ど
う
・
な
ん
か
い
　

1
9
6
4
年
兵
庫
県
加
古
川
市
生
ま
れ
。
大
阪
大
学
文
学

部
卒
業
前
（
1
9
8
9
年
）
に
、
三
代
目
旭
堂
南
陵
に
弟

子
入
り
。
1
9
9
8
年
、
大
阪
市
よ
り
咲
く
や
こ
の
花
賞

を
授
賞
。
得
意
ネ
タ
に
「
太
閤
記
」「
難
波
戦
記
」
な
ど
が

あ
り
、「
南
海
の
何
回
続
く
会
？
」
を
毎
月
１
回
行
う
な
ど
、

続
き
読
み
の
講
談
に
力
を
入
れ
る
。

第
二
十
二
回

上
方
講
談
師
・旭
堂
南
海
の
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　毎月1回、朝4時に起きて、始発に乗っ
て出勤します。冬の早朝のホームは、ま
だ夜中のように真っ暗です。月に１回のこ
となのであまり意識はしないのですが、
ふと同じ時間なのに少し明るくなってい
くことに気づいたりします。朝一番に「あ
あ、もうじき春が来るのか」なんてことを
しみじみ思いながら、電車の窓から外を
眺めたりしています。

　さて、なんで早起きかというと、それは
はちけんやで毎月第１日曜日に開催され
る「八軒家浜市」の準備があるからなの
です。新鮮な魚やお寿司が大人気の朝市
で、この日ははちけんや前にある雁木で
シティサップレースが行われたりします。
もちろん僕も「はちけんやチーム」として
参加の予定です。
　はちけんや
では、こういっ
たイベントを束
ねて「お花見フ
ェスタ」なるも
のを行っていますので、気楽にお越しい
ただき、食に限らず、風景や体験もおいし
く味わってください。
　もちろん八軒家浜船着場からは「大川
さくらクルーズ」を運航しているので、僕
が船を操船しているかもしれませんよ！

　

一
年
中
船

が
走
っ
て
い

る
中
之
島
界

隈
だ
が
、
山

や
海
の
よ
う

に
“
川
開
き
”

が
あ
る
。
暖

か
く
な
っ
て

水
辺
に
人
が

集
ま
り
始
め
、
船
遊
び
が
楽
し
く

な
る
、
ま
さ
に
今
の
シ
ー
ズ
ン
だ
。

　

そ
ん
な
春
の
訪
れ
を
祝
う
「
は

ち
け
ん
や
お
花
見
フ
ェ
ス
タ
」
が
、

４
月
１５
日
（
日
）
ま
で
京
阪
電
車

天
満
橋
駅
直
結
の
八
軒
家
浜
船
着

場
で
行
わ
れ
て
い
る
。
造
幣
局
の

桜
の
通
り
抜
け
と
合
わ
せ
て
行
く

な
ら
、
こ
の
季
節
だ
け
の
「
大
川

さ
く
ら
ク
ル
ー
ズ
」
を
川
遊
び
の

入
り
口
に
し
て
ほ
し
い
。
八
軒
家

浜
か
ら
帝
国
ホ
テ
ル
ま
で
、
パ
ノ

ラ
マ
ビ
ュ
ー
で
沿
道
の
桜
並
木
を

見
渡
せ
る
。

　

土
曜
・
日
曜

は
、
水
辺
な
ら

で
は
の
ス
ポ
ー

ツ
体
験
が
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
。「
リ
バ
ー

サ
イ
ド
ヨ
ガ
」

に
「
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
・
ウ
ォ
ー

ク
」、
珍
し
い
の
は
水
上
に
浮
か
べ

た
大
き
な
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
に
乗
っ

て
散
歩
を
楽
し
む
「
メ
ガ
サ
ッ
プ
」。

期
間
中
は
、
マ
ル
シ
ェ
な
ど
も
出

店
す
る
。
船
に
乗
る
人
、
ス
ポ
ー

ツ
を
体
験
す
る
人
、
お
花
見
を
す

る
人
…
そ
ん
な
に
ぎ
わ
う
水
辺
を

眺
め
に
行
く
だ
け
で
も
心
が
浮
き

立
つ
。（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

ト
ウ
ミ
ン
月
報

２０１８年４月１日発行

「OSAKA MUSEUMS」
現在vol.5を無料で配布中。
次号vol.6は６月下旬発行予定。
主な設置場所／
大阪市内の各種情報センター、
交通施設、文教施設、
観光事業者、ホテル、 
複合商業施設、区役所ほか
問い合わせ☎︎06-6940-0550

（大阪市博物館協会）

水都大阪 川開き2018
「はちけんやお花見フェスタ」
期間／4月15日（日）まで
※プログラムによって
開催時間や参加料金は異なる
会場／八軒家浜・川の駅はちけんや
問い合わせ／☎︎06-6942-0555

（にぎわいXing）　
http://nigiwaixing.wixsite.com/
ohanamifesta

　

大
阪
市
内
の

博
物
館
や
美
術

館
の
魅
力
を
発

信
し
て
き
た
大

阪
市
博
物
館
協

会
発
行
の
「
大

阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
ズ
」
が
、
こ

の
３
月
末
に
発
行
し
た
第
５
号
よ

り
「O

SA
K

A
 M

U
SEU

M
S

」

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！　

タ
ブ

ロ
イ
ド
紙
だ
っ
た
第
４
号
ま
で
の

仕
様
か
ら
一
変
し
、
８
ペ
ー
ジ
の

冊
子
に
な
っ
た
。

　

季
刊
発
行
で
毎
号
テ
ー
マ
が
設

定
さ
れ
て
お
り
、
大
阪
歴
史
博
物

館
・
大
阪
市
立
自
然
史
博
物
館
・

大
阪
市
立
美
術
館
・
大
阪
市
立
東

洋
陶
磁
美
術
館
・
大
阪
市
立
科
学

館
・
大
阪
文
化
財
研
究
所
の
常
設

展
の
見
ど
こ
ろ
や
収
蔵
品
の
魅
力

を
紹
介
し
て
い
く
。

　

自
然
史
博
物
館
に
い
る
ナ
ウ
マ

ン
ゾ
ウ
や
恐
竜
の
骨
格
標
本
が
表

紙
に
な
っ
た
、
今
号
の
テ
ー
マ
は

「
驚
く
」。
各
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
所

蔵
品
で
最
も
見
応
え
の
あ
る
作
品

が
、
一
堂
に
会
し
た
。
迫
力
あ
る

写
真
と
裏
話
は
、
め
く
っ
て
み
て

の
お
楽
し
み
。
連
載
コ
ー
ナ
ー
は

学
芸
員
の
お
仕
事
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
名
物
な
ど
、
実
際
に
行
き
た

く
な
る
情
報
が
満
載
だ
。

　

裏
表
紙
で
は
４
月
〜
６
月
ま
で

の
各
館
展
示
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
網

羅
。
東
洋
陶
磁
美
術
館
や
科
学
館

に
行
き
慣
れ
た
島
民
諸
君
も
、
長

居
公
園
や
天
王
寺
に
足
を
延
ば
し

た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
ハ
シ
ゴ
は
い

か
が
。（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

水
辺
で
春
の
訪
れ
を
体
感
！

 「
は
ち
け
ん
や
お
花
見
フ
ェ
ス
タ
」

水
辺
で
春
の
訪
れ
を
体
感
！

 「
は
ち
け
ん
や
お
花
見
フ
ェ
ス
タ
」

水
辺
で
春
の
訪
れ
を
体
感
！

 「
は
ち
け
ん
や
お
花
見
フ
ェ
ス
タ
」

※お花見フェスタの詳細は、右上の記事を参照 

大阪水上バス株式会社企画宣伝部課長。
ミナミの劇場プロデューサーを経て、関西・
大阪21世紀協会にて大阪の文化事業に
関わる。2010年より現職。

水辺で会いましょう
大阪水上バ

ス・岸田俊
徳の

☎0570-03-5551

http://suijo-bus.osaka/

はちけんやお花見フェスタ

早起きはおいしい。

市
内
美
術
館
や
博
物
館
の

情
報
誌
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

市
内
美
術
館
や
博
物
館
の

情
報
誌
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

市
内
美
術
館
や
博
物
館
の

情
報
誌
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！
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カ
ウ
ン
タ
ー
に
乗
っ
て
い
る
大
き
な
生
ハ
ム
の

脚
、
目
立
ち
ま
す
よ
ね
。
有
名
な
ス
ペ
イ
ン
産
生

ハ
ム
「
ハ
モ
ン
セ
ラ
ー
ノ
」
は
、
オ
ー
プ
ン

当
初
か
ら
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
特
別
な

イ
ベ
リ
コ
豚
、
ベ
ジ
ョ
ー
タ
の
サ
ラ
ミ
も
あ
る
の

で
、
食
べ
く
ら
べ
も
お
す
す
め
で
す
。

　

イ
ベ
リ
コ
豚
は
ド
ン
グ
リ
を
食
べ
て

育
つ
と
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で

メ
ニ
ュ
ー
に
も
あ
る
「
ガ
リ
シ
ア
栗
豚
」

は
ス
ペ
イ
ン
・
ガ
リ
シ
ア
州
の
特
産
品

で
あ
る
栗
を
食
べ
て
育
っ
た
品
種
で
す
。

実
は
、
ス
ペ
イ
ン
料
理
で
は
、
豚
肉
は

と
て
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
食
材
。
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
丸
焼
き
に
し
た
り
し
て
、
牛

や
鶏
よ
り
よ
く
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

店
名
の
「
エ
ル
コ
」
と
い
う
ロ
ゴ
に
、

豚
の
し
っ
ぽ
が
く
っ
つ
い
て
い
る
こ
と

に
気
づ
か
れ
ま
し
た
か
？　

ス
ペ
イ
ン

語
で
豚
肉
は
〝p

プ
エ
ル
コ

uerco

〟 

な
ん
で
す
が
、

「
プ
」
と
い
う
字
が
豚
の
し
っ
ぽ
に
見
え
る
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
店
名
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
く
ら
い
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
豚
肉
料
理
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
広
い
ん
で
す
。
と
は
い
え
、

シ
ン
プ
ル
に
焼

い
た
「
プ
ラ
ン

チ
ャ
」
が
、
一

番
肉
の
う
ま
み

が
わ
か
り
や
す

http://festivalplaza.jp/　
提供／株式会社 朝日ビルディング

祝 祭 へ よ う こ そ 。
　世界三大生ハムのひとつ「ハモンセラーノ」（Mサイズ980
円・Sサイズ680円）は、相性抜群のワイン（グラス480円～）
と。赤白そろった自家製サングリア（グラス500円）も見逃せな
い。スペイン料理を満喫できるコース（2時間飲放題付全8品
3,800円～）も要チェック。昼は、豚の一枚肉をグリルやカツに
したボリュームランチ（880円～）が男女のオフィスワーカーに
好評だ。☎︎06-6484-6511　11:00AM～11:00PM（ラン
チは5：00PMまで）

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

編集・発行人／大迫 力（編集集団140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
松本 創　江口由夏（編集集団140B）
〒530-0047 大阪市北区西天満2-6-8 堂島ビルヂング602号
TEL.06-6484-9677　FAX.06-6484-9678
制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）
デザイン／山﨑慎太郎　
表紙イラスト／奈路道程
印刷／佐川印刷株式会社

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
小
皿
料
理
の
タ
パ
ス
な

ら
、
イ
ベ
リ
コ
豚
の
濃
厚
な
味
を
パ
テ
で
包
ん
だ

「
パ
テ
・
ド
・
カ
ン
パ
ー
ニ
ュ
」
も
い
け
ま
す
よ
。

　

パ
エ
リ
ア
の
よ
う
な
メ
イ
ン
料
理
も
有
名
で

す
が
、
ス
ペ
イ
ン
バ
ル
と
い
っ
た
ら
や
っ
ぱ
り

タ
パ
ス
。
実
は
、
タ
パ
ス
は
「
鍋
の
蓋
」
と
い

う
意
味
な
ん
で
す
。
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
お
店
の

人
に
「
蓋
の
上
に
ち
ょ
っ
と
料
理
を
乗
っ
け
て
」

と
言
う
よ
う
な
感
覚
で
、
少
し
ず
つ
た
く
さ
ん

の
種
類
を
食
べ
る
の
が
醍
醐
味
。
そ
し
て
、
た

く
さ
ん
お
し
ゃ
べ
り
す
る
。
日
本
の
お
ば
ん
ざ

い
の
よ
う
に
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
大
皿
か
ら
見
繕

っ
て
も
ら
い
ま
す
。
朝
の
10
時
か
ら
生
ハ
ム
と

ワ
イ
ン
で
始
め
、
そ
こ
か
ら
何
軒
も
ハ
シ
ゴ
す

る
と
い
う
人
も
多
い
ん
で
す
よ
。

　

本
場
が
そ
ん
な
食
文
化
で
す
か
ら
、
中
之
島

で
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
楽
し
く
食
べ
て
飲
ん
で

ほ
し
い
。
2
回
目
の
お
客
様
は
「
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
」で
は
な
く
て
、「
お
か
え
り
な
さ
い
」「
お

久
し
ぶ
り
」
で
す
。
常
連
さ
ん
と
「
今
日
は
早

い
で
す
ね
」
と
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と
も
。
出

迎
え
る
側
が
固
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
気
を
つ

け
て
い
ま
す
。こ
ち
ら
が
緊
張
す
る
と
、お
客
様

も
緊
張
し
て
し
ま
う
。
そ
う
な
る
と
、
バ
ル
の

良
さ
は
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
仕
事
か
ら
解

放
さ
れ
て
家
に
帰
る
ま
で
に
、
う
ち
の
存
在
を

思
い
出
し
て
、
今
日
は
寄
っ
て
み
よ
う
か
な
と

考
え
て
く
だ
さ
っ
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
！

　

日
常
的
に
使
っ
て
ほ
し
い
か
ら
、
大
事
な
の

は
飽
き
さ
せ
な
い
こ
と
。
こ
の
４
月
か
ら
メ
ニ

ュ
ー
を
一
新
し
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
寄
り
道
し

て
い
き
ま
せ
ん
か
？

 「
仕
事
場
か
ら
家
に
帰
る
ま
で
に
、

思
い
出
し
て
も
ら
え
る
存
在
に
な
れ
ば
」

フェスティバルプラザで会いましょう。   Vol.22

Information from 中之島スペインバル erco［中之島フェスティバルタワー・ウエストB1階］

肩肘張らない接客にファン急増中!

  ［中之島スペインバル erco］
副店長

松浦俊夫さん
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大「島民」MAP 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!

●京阪グループ　京阪電車主要駅／京阪特急プレミアムカー／ホテル京阪 淀屋橋／ホテル京阪 天満橋／ホテル京阪 京橋 グランデ／パナンテ京阪天満橋／京阪シティモール／京阪モール
●大阪市北区・中央区・福島区　［書店］旭屋書店 梅田地下街店／大阪高裁内ブックセンター／紀伊國屋書店 梅田本店・グランフロント大阪店・本町店／ジュンク堂書店 大阪本店・天満橋店／MARUZEN&ジュンク堂書
店 梅田店／文教堂書店 淀屋橋店／隆祥館書店　［公共施設・大学関連施設など］アイスポット／朝日カルチャーセンター／味の素 食のライブラリー／ABC朝日放送／大阪企業家ミュージアム／大阪倶楽部／大阪工業
技術専門学校／大阪国際会議場／大阪市中央公会堂／大阪市立科学館／大阪市立総合生涯学習センター／大阪市役所市民情報プラザ／大阪城天守閣／大阪商工会議所／大阪大学中之島センター／大阪21世
紀協会／大阪府立中之島図書館／大阪ボランティア協会／大阪歴史博物館／追手門学院 大阪梅田サテライト／川の駅はちけんや／関西学院大学 大阪梅田キャンパス／慶應大阪シティキャンパス／国立国際美術館
／CITYNAIL'Sインターナショナルスクール／芝川ビル／市立住まい情報センター／少彦名神社／中央電気倶楽部／適塾／ドーチカ／ホテルNCB／メビック扇町／立命館大阪オフィス／龍谷大学大阪梅田キャンパス　

［店舗・医院など］アンドール 本町本店／上町貸自転車／Ultra 2nd／江戸前鰻料理 志津可／天満橋鍼灸整骨院／MJB珈琲店／エルマーズグリーン コーヒーカウンター／大西洋服店／OOO(オーー)／カセッタ／喫茶カ
ンターロ／喫茶SAWA／グランスイート中之島／黒門さかえ／コモンカフェ／The Court／サトウ花店 中之島本店／ザ・メロディ／シアトルベストコーヒー新関電ビル店／じろう亭／Girond's JR／心斎橋山田兄弟歯科／住
友病院／セブンイレブン大阪証券取引所店／タピエスタイル／たまがわ鍼灸整骨院／東郷歯科医院／NAKAGAWA1948 淀屋橋店／ナンジャーノ／パストラーレ／花かつ／BAR THE TIME 天神／平岡珈琲店／ビルマ
ニアカフェ／FOLK／フレイムハウス／ミニジロー／宮崎歯科／やきとりばかや／吉田理容所／LES LESTON
●大阪市内その他　［書店］旭屋書店 なんばCITY店／紀伊國屋書店 京橋店／ジュンク堂書店　難波店／福島書店／柳々堂／ルーブル書店　［公共施設・大学関連施設など］大阪科学技術館／大阪市社会福祉研
修・情報センター／大阪市立中央図書館／大阪府立江之子島文化芸術創造センター／川口基督教会　［店舗・医院など］あじさい／アートアンドクラフト／欧風食堂 ミリバール／大阪シティ信用金庫 江戸堀支店／御舟か
もめ／カルチャーカフェ上方／Calo Bookshop and cafe／写真とプリント社／鳥かごキッチン／ネイルサロン スワンナ／バルピコ／ホステル64オオサカ／MANGUEIRA／Loop A　
●大阪府下　旭屋書店 京阪守口店／学運堂／Books 呼文堂／水嶋書房 くずはモール店／大阪狭山市立図書館／大阪市立難波市民学習センター／大阪大学企画部広報・社学連携事務室／大阪大学 21世紀懐徳
堂／大阪大学本部／大阪府立中央図書館／摂南大学 地域連携センター／野村呼文堂／郵政考古学会／ゆったりんこ／連携考房 童子
●大阪府以外　ジュンク堂書店 西宮店／恵文社 一乗寺店／水嶋書房 丹波橋店／伊丹市文化振興財団／川のほとりの美術館／納屋工房／タバーン・シンプソン／百練／奈良県立図書情報館／龍谷ミュージアム
●東京　往来堂書店（千駄木）／BOOKSルーエ（吉祥寺）／B&B（下北沢）／隣町珈琲（荏原中延）／ONLY FREE PAPER（東小金井）／かもめブックス（新宿）

『月刊島民』はここでもらえます。

最新号の発行と同時に、ひとつ前の号がweb上で閲覧できるようになります。創刊号から見たい方はこちらから。https://nakanoshima-daigaku.net/about/tomin/

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

◎バックナンバーが見られます。

◎定期購読も受け付け中です。

編集・発行人／大迫 力（編集集団140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
松本 創　江口由夏（編集集団140B）
〒530-0047 大阪市北区西天満2-6-8 堂島ビルヂング602号
TEL.06-6484-9677　FAX.06-6484-9678
制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）
デザイン／山﨑慎太郎　
表紙イラスト／奈路道程
印刷／佐川印刷株式会社

次号予告バーについて。
バーでお酒を飲み、それについて書くことは、すなわち街で生活することや、
街そのものについて考えることではないか。

●『月刊島民』vol.118は2018年5月１日発行です!
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